
令和６年度第１回いばらきフードロス削減推進事業者協議会 

次  第 

 

 

日時 令和６年８月７日（水）13:30～15:30 

場所 茨城県庁 11階 1101会議室 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 出席者紹介 

 

４ 協議事項 

（１）いばらきフードロス削減推進事業者協議会の設置及び取組方針について 

 

５ 意見交換・質疑 

 

６ 取組事例の発表 

 

７ 閉会   

 

 

＜配布資料＞ 

資料１ いばらきフードロス削減推進事業者協議会参加団体等一覧 

資料２ いばらきフードロス削減推進事業者協議会について 

資料３ いばらきフードロス削減推進事業者協議会設置要項（案） 

資料４ 食品ロス問題の現状と課題（日本女子大学小林富雄教授） 

資料５ カスミの食品ロス削減の取り組み（株式会社カスミ） 



いばらきフードロス削減推進事業者協議会参加団体等一覧 資料１

団体等名

茨城県食品産業協議会 会長（茨城県菓子工業組合副理事長） 根本　高行

明利酒類株式会社 執行役員　技術部長 皆藤　茂樹

食品
卸売業

株式会社せき 代表取締役社長
（一般社団法人日本野菜協会事務局長）

関　孝範

食品
株式会社カスミ

執行役員　人事総務管理本部地域連携マ
ネジャー（兼）地域社会マネジャー

伊神　里美

小売業
イオンリテール株式会社

北関東カンパニーエリア政策推進　茨城
県担当

川﨑　晃太郎 欠席

株式会社セブン-イレブン・ジャパン 総合渉外部福島・茨城ゾーン担当 星野　浩伸

宿泊業 茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合 事務局長 畑岡　弘道

株式会社坂東太郎 営業部課長 助川　直樹 欠席

飲食業 ホリイフードサービス株式会社 総務部部長 大河　智史

茨城県生活協同組合連合会 専務理事 井坂　寛

学識
経験者

日本女子大学家政学部家政経済学科
教授（一般社団法人サスティナブルフード
チェーン協議会代表理事）（ドギーバック普
及委員会委員長）

小林　富雄 ｵﾝﾗｲﾝ

消費者
団体

茨城県生活学校連絡会 会長 藤原　正子 欠席

フード
バンク

特定非営利活動法人フードバンク茨城
理事長（認定特定非営利活動法人茨城NPOセン
ター・コモンズ常務理事・事務局長（子ども
食堂サポートセンターいばらき担当））

大野　覚 ｵﾝﾗｲﾝ

市町村 水戸市 生活環境部ごみ減量課長 石川　慶一

副知事 岩下　泰善

事務局 県民生活環境部長 木名瀬　貴久

県民生活環境部環境政策課長 深澤　敏幸

県民生活環境部資源循環推進課長 廣瀬　史明
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いばらきフードロス削減プロジェクト

いばらきフードロス削減推進事業者協議会
について

2024年(令和6年)8月7日
茨城県

資料２



フードロス削減に取り組む背景

• 「2030年までに小売・消費レベル

における世界全体の１人当たり食

料の廃棄を2000年度の半減」

• 「収穫後損失などの生産・サプ

ライチェーンにおける食料の損

失を減少させる」

フードロスの放置は、環境悪化や食料危機
に対する大きな脅威

【日本】
・食料を輸入に大きく依存
（食料自給率(ｶﾛﾘｰﾍﾞｰｽ)2022年度:38% 先進国最低水準)

・廃棄物処理に多額のコスト
(市町村及び特別地方公共団体が一般廃棄物の処理に
要する経費 2022年度：約2.2兆円）

・食料の家計負担 (2023年：消費支出の1/4以上)
・子どもの貧困（2021年:9人に1人）

【世界】
・１年間で生産される食料(約40億)の1/3を
廃棄(約13億ﾄﾝ）｡世界温室効果ガスの1割

・人口の急増
(2021年:79億人→2050年:97億人）

・深刻な飢餓や栄養不良
（2022年:11人に1人が栄養不足）

「SDGs」における位置付け

１



＜現状＞ 食品ロス発生量の推移

２

■ 全国における食品ロス発生量の推移（出典：農林水産省・環境省）

令和４年度…10.32～13.48万トン(事業系…5.27～8.07万ﾄﾝ、家庭系…5.05～5.41万ﾄﾝ)
※国推計を基に、経済センサス活動調査や人口等から推計

■ 茨城県における食品ロス発生量



＜現状＞ 食品ロス発生要因の内訳

３

■ 全国における食品ロス発生要因の内訳（農林水産省・環境省「令和４年度推計」）

出典：消費者庁資料



４



＜取組＞ 事業者による取組の例

５

※フードロス削減の基本：発生抑制・減量化・飼肥料等への利用・熱回収等再生利用

分類 取り組みの一例 製造 卸売 小売 飲食 宿泊

発生抑制 需要に見合った調達、販売、製造（ＡＩ活用など） ● ● ● ● ●

発生抑制 賞味期限の延長や年月表示化 ●

発生抑制
有効活用 社員食堂の提供方法見直しや社内販売等 ● ● ● ● ●

有効活用 リサイクル：飼料化、肥料化、熱回収など ●

有効活用 規格外品等の利用 ● ● ● ●

有効活用 フードバンクや子ども食堂等への寄付 ● ● ● ● ●

有効活用 食品ロスに取り組むサイト、アプリ、窓口の活用 ● ● ● ● ●

有効活用 冷凍による保存期間延長、期限間近商品の値引き販売 ● ● ● ● ●

有効活用 災害備蓄食品の利用、リメイク、寄付など ●

啓発 食品表示に係る正しい理解の促進 ● ● ●

啓発 食べきり運動／食べ残し料理の持ち帰り促進 ● ●

啓発 食品ロスの削減に関する積極的な普及啓発・食育推進 ● ● ● ● ●

商慣習 納品期限緩和などフードチェーン全体での慣習見直し ● ● ● ● ●



茨城県の特性

６

・全国第３位の農業産出額の農業県

・全国第７位の食料品製造品出荷額の

工業県

・東京中央卸売市場における本県産青果物の

取扱金額シェアは21年連続日本一

農業産出額合計 4,409億円
全国第3位 (2022年)

(出典：農林水産省「生産農業所得統計」)

食料品製造品出荷額 計 15,191億円
全国第7位 (2021年) （663事業所）

(出典：総務省・経済産業省「経済構造実態調査」)

 本県は、食料供給県として
農・畜産物や加工食品を多く
産出し、多くの食品を扱って
いる

うち畜産産出額合計 1,340億円
全国第5位 (2022年)

本県は、フードロス対策の
対象物が多く、フードロス
削減に取組む意義が大きい

フードロス削減に向けた施策を
総合展開 ※リサイクル利用含む



県の主な食品ロス削減取組

７

食品ロス削減推進計画（推進体制や基本的施策について位置付け）

■「てまえどり」の推進
R3～消費期限の近い商品から購入する消費行動の啓発
R5.10～県内約1,750店舗（11企業）で掲出

■「いばらき食べきり協力店」の募集
H30～事業者の主体的な取組促進 R6.6.1現在164店舗

■フードドライブの実施
企業やフードバンクと連携

いばらきフードロス削減プロジェクト（R3.7～）

■庁内連絡会議の設置、関係者間の意見交換
関連企業・団体との意見交換

資源循環推進課
（消費者啓発）

環境政策課
（事業系フードロス削減）

★４つのプロジェクトを一体的に推進
PJ1 食品製造・卸・小売ロス対策
PJ2 外食ロス対策
PJ3 生産農家ロス対策
PJ4 食品廃棄物の飼料化

■マッチング支援コーディネート窓口設置
R4.6～ﾌｰﾄﾞﾛｽを抱える事業者と活用事業者をマッチング
相談件数263件、ﾏｯﾁﾝｸﾞ38件（～R6.3）

■リサイクル飼料化研究会
R4.12～食品残渣等のリサイクル飼料化を研究

■干しいも資源循環モデル形成支援事業
R5 干しいも残渣の飼肥料化機械等導入経費を補助

■啓発用教材の配布
R1～県内小学校高学年向け 441校

フードロス削減量
R4～R5累計 約96トン ■食品残渣資源循環モデル形成支援事業

R6 食品残渣の飼肥料化設備等整備・実証経費を補助



８



いばらきフードロス削減推進事業者協議会（案）

設置目的

協議会構成

食品関連団体・事業者（10者）

食品５業態*ごとに、食品関連団体及び業種を代表する食品事業者

（*５業態：食品製造業、食品卸売業、食品小売業、宿泊業、飲食業）

有識者等（4者） 学識経験者、消費者団体、フードバンク、市町村

フードロス削減の実践主体

アドバイザー的役割

【県：県民生活環境部（事務局）】

事業系フードロスのさらなる削減を図るため、食品関連団体、事業者
等が一堂に会し、事業者における具体的な取組を検討し、食品業界全体
で推進していくことを目的に、いばらきフードロス削減推進事業者協議
会を設置する。

食品廃棄物の削減
環境負荷の低減

事業者の利益向上
環境に配慮する事業者として社会貢献

事業者

食料供給県である本県として、食品関連事業者と行政が連携して
フードロス削減に積極的に取り組んでいる姿を対外的に発信

県全体

９

・フードロス削減に関する取組の検討及び推進に関すること。
・フードロス削減に関する情報交換及び情報提供に関すること。
・フードロス削減に関する普及啓発に関すること。
・その他フードロスの削減のために必要な事項に関すること。

協議事務



会議等 時期 議題等

第１回会議 8月7日
・協議会の設置趣旨・取組方針の確認
・取組事例の発表①

８～９月 【実態調査】業種別／事業者別の取組事例・事業者の意識

第２回会議 10月頃

・実態調査結果や協議会メンバーの意見を踏まえ、共通取組
メニューを取りまとめ
⇒食品事業者への周知や連携方策を検討

・取組事例の発表②

第３回会議 ２月頃
・団体・事業者による取組状況の公表
・次年度の取組方針の検討

実施計画

10

いばらきフードロス削減推進事業者協議会（案）
2024年度の取組方針

県内の食品関連団体・事業者が共通に取り組むいばらき版取組メニューを
取りまとめ、幅広く周知

県内の食品関連団体・事業者の取組状況を積極的に発信

県内の食品関連団体・事業者は、メニューから自らの取組を選択して公表



実態調査

11

いばらきフードロス削減推進事業者協議会（案）

●調査名称 事業系食品ロスに係るアンケート

●実施主体 茨城県（県民生活環境部資源循環推進課）

●目的 食品廃棄物や食品ロス削減に向けた今後の茨城県の取組検討、

及び茨城県廃棄物処理計画（食品ロスに関する事項）の策定に

向けた基礎資料として用いるため

●実施期間 2024年8月～9月

●調査対象 県内食品関連事業所 約1,600事業所（標本調査）

●調査方法 郵送

●回答方法 紙、インターネット

●調査項目 ・事業所基本情報（業種、業務内容、年間売上高、従業員数）

・発生状況（食品ロス発生量、発生原因割合）

・再生利用状況（方法）

・削減取組（取組項目、うち特に成果に繋がっている取組項目3つ）

・課題、取り組めない理由

・情報入手先

・県の取組の認知、県への要望



 

 

いばらきフードロス削減推進事業者協議会設置要項（案） 

 

（設置） 

第１条 事業系フードロスのさらなる削減を図るため、食品関連団体、事業者等が一堂

に会し、事業者における具体的な取組を検討し、食品業界全体で推進していくことを

目的に、いばらきフードロス削減推進事業者協議会（以下「協議会」という。）」を設

置する。 

 

（協議事務） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項を協議する。 

（１）フードロス削減に関する取組の検討及び推進に関すること。 

（２）フードロス削減に関する情報交換及び情報提供に関すること。 

（３）フードロス削減に向けた普及啓発に関すること。 

（４）その他フードロス削減の推進のために必要な事項に関すること。 

 

（組織） 

第３条 協議会は、食品関連団体、事業者、有識者、行政機関等からなる者で組織する。 

２ 協議会は、茨城県県民生活環境部長が主宰する。 

 

（招集） 

第４条 協議会は、必要に応じて招集するものとする。 

２ 協議会には、前条に規定する者のほか、主宰者が必要と認めた者を出席させること

ができるものとする。 

 

（庶務） 

第５条 協議会の庶務は、茨城県県民生活環境部環境政策課において行うものとする。 

 

（補則） 

第６条 この要項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は主宰者が定める

ものとする。 

 

付 則 

この要項は、令和６年 月 日から施行する。 

  

資料３ 



食品ロス問題の現状と課題
－いよいよREUSEへー

第１回 いばらきフードロス削減推進事業者協議会

２０２４年8月7日（水）

日本女子大学

ドギーバッグ普及委員会

小林富雄

R04034731
テキストボックス
資料４



Agenda

1.世界・日本の状況

2.食品Reuse促進へ

① 食べ残しの持ち帰り

② フードバンク

③ 規格外野菜販売

3.まとめ
©Tomio Kobayashi 2



コロナ禍を経て家庭系食品ロスも減少傾向？

©Tomio Kobayashi

R4は前年比で食品ロスが事業系大幅減、家庭系も前年比96.7％
家庭系の不可食部は可食部よりも減っている？（0.9％、0.1％）

単位：万ｔ H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

食品廃棄物（事業系） 1,953 2,010 1,970 1,767 1,765 1,755 1,624 1,670 1,525
食品廃棄物（家庭系） 822 832 789 783 766 754 748 732 707

食品廃棄物合計 2,801 2,797 2,775 2,842 2,759 2,550 2,531 2,509 2,372 2,402 2,232

食品ロス（事業系） 331 330 339 357 352 328 324 309 275 279 236
食品ロス（家庭系） 312 302 282 289 291 284 276 261 247 244 236

食品ロス合計 643 632 621 646 643 612 600 570 522 523 472

不可食部 2,158 2,165 2,154 2,196 2,116 1,938 1,931 1,939 1,850 1,879 1,760

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 幾何平均
食品廃棄物（事業系） 102.9% 98.0% 89.7% 99.9% 99.4% 92.5% 102.8% 91.3% 97.8%
食品廃棄物（家庭系） 101.2% 94.8% 99.2% 97.8% 98.4% 99.2% 97.9% 96.6% 98.4%

食品廃棄物合計 99.9% 99.2% 102.4% 97.1% 92.4% 99.3% 99.1% 94.5% 101.3% 92.9% 98.1%

食品ロス（事業系） 99.7% 102.7% 105.3% 98.6% 93.2% 98.8% 95.4% 89.0% 101.5% 84.6% 97.9%
食品ロス（家庭系） 96.8% 93.4% 102.5% 100.7% 97.6% 97.2% 94.6% 94.6% 98.8% 96.7% 97.4%

食品ロス合計 98.3% 98.3% 104.0% 99.5% 95.2% 98.0% 95.0% 91.6% 100.2% 90.2% 97.7%

事業系廃棄物-ロス -2.4% -0.6% -3.5% 1.1% 4.1% 3.5% 1.4% 6.7%

家庭系廃棄物‐ロス -1.3% -5.9% 1.6% 0.6% 3.9% 4.6% -0.9% -0.1%

不可食部 100.3% 99.5% 101.9% 96.4% 91.6% 99.6% 100.4% 95.4% 101.6% 93.7% 98.2%
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Agenda

1.世界・日本の状況

2.食品Reuse促進へ

① 食べ残しの持ち帰り

② フードバンク

③ 規格外野菜販売

3.まとめ
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食べ残しの持ち帰りに伴うトラブル発生を
避けるために持ち帰りは認められない
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『平成21 年度食品廃棄物発生抑制推進事業食品廃棄物等発生抑制調査検討委員会報告書』平成 22 年3 月；財団法人食品産業センター

日本でよくみられる過度な衛生管理
©Tomio Kobayashi 7



ドギーバッグ普及委員会会員制度

※会員費（スターターキット費用）
個人会費 1,000円（1セット）、飲食店・企業会費5000円（6セット）
個人自己責任会員 300円、飲食店自己責任会員 500円
年会費等の維持費はございません、登録のみ（無料）でもデータDL可

全国に800名以上の会員（うち企業100程度）

委員会HP

©Tomio Kobayashi 8



左：あなたのお店では、食べ残しの「持ち帰りサービス」を実施していますか？
右：あなた自身は食べ残しの持ち帰りサービス実施に賛同しますか？（全体）

「飲食店の食品ロスに関する意識調査」クックビズ総研調べ（2018年）

言行不一致
©Tomio Kobayashi 9



福岡市の取り組み（2009年～）

©Tomio Kobayashi 10



AUS OZ Harvest 外食・食堂のビュッフェの回収

©Tomio Kobayashi 11
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究極のフードシェアリング

©Tomio Kobayashi 13



フードバンクの日本的課題

14

Population: United Nations Population Division Department of Economic and Social Affairs World Population Prospects
QFD:  Annual documents published by government regarding the Food Bank and on-site interviews 

（WGI）

©Tomio Kobayashi
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16

Food bank system also
includes regional food bank
warehouses to support
regional welfare agencies.

2) Purchased
from food

manufacturers
at cost price

1) Collaborative
Supply

Program -
Food banks

Booth and Whelan (2014)

１）コラボレーティブ
サプライプログラム
２）製造原価での販売

フードバンクオーストラリア（FBA)

©Tomio Kobayashi
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Black Market ＠

©Tomio Kobayashi 18



①フォーマルシステム：株式会社ネッスー

©Kobayashi, Tomio

2022年：世田谷区の地域連携型ハンズオン支援事業「SETACOLOR」の助成金によ

り、実証研究をスタート。三浦市農業協同組合と連携、緊急需給調整事業を活用
した。三浦市の農家が規格外のダイコン約1トンを専用の段ボールに詰めて市の

農協に届け、翌日に農協のトラックで出荷品と一緒に都中央卸売市場へ配送。
ネッスーの車両がその場で受け取り、世田谷区や調布市の支援団体計5カ所に運
送。愛知県、大阪府の卸売市場経由でも配送し、合計約30,000世帯へ寄附。
2023年度：横須賀市「子育て家庭食糧支援事業」として、総合放送メーカー㈱トー
モクからの企業版ふるさと納税500万円で児童扶養手当受給世帯2700世帯に横

須賀産キャベツを含む詰め合わせボックスを配布。「よこすか葉山農業協同組合」
と「横須賀青果物（株）」なども参画。

R04034731
タイプライターテキスト


R04034731
テキストボックス


R04034731
タイプライターテキスト




②ロスヘル

• 運営会社：エクネス株式会社（福井県鯖江市）
– 環境やエシカルを意識した起業：リユース会、エシカル手

当（5000円/月）、男性育休、鯖江市フードドライブ

– 2018年～：レターテック事業（機械による手紙代筆代
行）で年商1億円規模（次期3～5億円）

– 2021年：フードロス事業（宅配野菜ボックス）

• 規格外野菜等の詰め合わせ「ロスヘル」
➢規格外野菜を全国各地から調達。一般的な価格より最大

30％程度安価に毎月1回、定期便（S：2,052円、M：
3,186、L：5,292円（税込、送料330～550円））と
23％程度安い買い切り（2,214円）。

➢段ボールクッションや新聞紙などのリサイクル包装資材

➢売上：3000万円程度（2023FY）、今期は3500世帯と
契約、うち2100件がBtoB（次スライド）。

©Kobayashi, Tomio



野菜出荷規格の展望（ロス削減との関わり）

• 物流面では系統出荷の活用が期待されている。

• サイズ・荷姿にかかわる規格については、可能性がある。

• 規格外だけを取り扱うと、数量確保だけでなく入荷数の変化が大
きすぎて、出荷作業が不安定化

– 仕入れサイドとしては、規格外だけでなく売れ残りや半端もの（数量足
らず）などもまとめて出荷してもらい、入荷量を安定させたい。

• 規格内か規格外、ではなく規格内か無選別（傷、味の変化につい
ては要選別）

– 種市（2013）の加工用セルリーの事例では、①ホウ素欠乏症、軟腐、
スイリ（茎の変色）、②極端な泥付き、③老化（軽微なものは除外）、
④ササクレ、茎ハゼ、病斑、害虫、傷（軽微なものは除外）という

©Kobayashi, Tomio
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Reuseシステムの課題
• Reuseとは、「製造・調理時に想定していた消費者に食べられな

かったものが、別の消費者や状況下で食べられることで廃棄を免
れる」こと。

• 衛生上の管理が難しく、事故が起こった時の責任の所在があいま
いになりやすい。

• いつ、どこで、どれだけ、Reuse食材が発生するかがわからない
ため事業計画が立てにくい。

→フードバンク：寄付食品と購入食品のMIX

→ドギーバッグ：食べ残しとテイクアウトのMIX

→規格外野菜：規格農産物と、規格外農産物のMIX

©Tomio Kobayashi 23

衛生問題、規格に敏感な日本では、Reuse以外の流通システムと混流してシステムを安定
化を目指すことも重要。最終的には受益者の判断、消費文化などへのアクセスも重要。



Thank you!
消費者の責任とは？

“Social Bulimia”

Jock Young （2007）
ジョック・ヤング（2008）『後期近代の眩暈――排除から過剰包摂へ』青土社

The Vertigo of Late Modernity
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カスミの食品ロス削減の取り組み

(経済的価値と社会的価値をともに高めることで企業価値を高める)

カスミ人事総務管理本部 地域連携マネジャー 伊神 里美

2024年8月7日(水) 第1回 いばらきフードロス削減推進事業者協議会資料

資料５
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株式会社カスミについて 株式会社カスミ「会社案内2024」より



UNFREEZING & MOVINGCONFIDENTIAL. Copyright © KASUMI Co., Ltd.  All Rights Reserved.
3

株式会社カスミについて 株式会社カスミ「会社案内2024」より
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株式会社カスミについて 株式会社カスミ「会社案内2024」より
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株式会社カスミについて 株式会社カスミ「会社案内2024」より
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日本の食品廃棄物と食品ロス 資料 : 農水省及び環境省HP 「令和3年度推計」より引用
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食品ロスの把握をする 重量 カスミの廃棄物内訳 株式会社カスミ「会社案内2024」より

【ごみの重量を明確にする】
店舗から発生する廃棄物及び有価物は、廃棄物処理法の遵守に則り、
廃棄物処理業者様から、請求時に処理項目別に報告いただいています。
（可燃物・不燃物・プラスチック・粗大ごみ・食品リサイクルなど）

【食品ロスの算出】
①食品リサイクル未実施店舗の、可燃物を展開検査し食品の重量比から全体を推計
②食品リサイクルの実施店舗の、可燃物と食品リサイクルの重量比から全体を推計

⇒カスミでは可燃物の中の約20%が焼却生ごみとして残っている

「廃棄物の削減」 目標 2030年度廃棄物50%削減(2020年度対比)
2050年循環型地域社会の実現



UNFREEZING & MOVINGCONFIDENTIAL. Copyright © KASUMI Co., Ltd.  All Rights Reserved.
8

【カスミのごみ分析実施の背景】
2030年までに事業から出されるゴミを50%にしたい。(2020年対比)
そのためには、まず現状排出を分類し、方向付けする必要性がある。
⇒ 調査・分析は、減量化や、再資源化推進のための基礎データとなる。

【店舗のゴミ分析方法】
①分析方法
環整95号に定められたゴミ分析「四分法」を検討したが
手間がかかり、実際には店舗の全量を開封し、仕分け
及び分類し、各重量を計測した。

②分類方法 可燃物の細分化は
製品廃棄物・食品残渣と、そうでないもの

③計量方法 計量法 認証はかりを使う Kg単位

注意点 ・店舗の平均的な内容を抽出できる曜日かどうか
・廃棄物回収業者の収集日時で欠落、過剰はないか
・シーズンなど特別な与件をつかんでいるか

四分法は手間がかかり、
廃棄物保管庫で実施するには
不向きであった

食品ロスの把握をする 重量 可燃物からの食品残渣を調べる



UNFREEZING & MOVINGCONFIDENTIAL. Copyright © KASUMI Co., Ltd.  All Rights Reserved.
9

…

可燃物からリサイクル可能性のある物の重量を調べる (季節特性があり、偏った事例) 

この日は、水分を含むものが多く、
食品残渣ではスイカと葉物トリミング

で59%を占めていた。

食品ロスの把握をする 重量 可燃物からの食品残渣を調べる
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食品ロス対策 ①資源循環 たい肥は作物への活用、メタン発酵⇒発電へ

百姓倶楽部 生ごみのたい肥化

百姓倶楽部HP「食品リサイクル・ループ」より

神立資源リサイクルセンターエコプラント

日立セメント株式会社提供

土浦市や製造者などか利用しているが、たい肥の活
用が課題。資源循環のループの有用性を広めたい。

←「みんなの生ごみ
から生まれた
リサイクル肥料」
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食品ロス対策 ②資源循環 鶏の飼料として活用し、産まれた玉子を使う

青果のトリミングした野菜屑を活用し養鶏場の配合飼料に供給。
2023年度は「とろとろゆで卵」を年間585,160玉使用。 （2023/03月～2024/02月実績）

「7品目 豆腐ハンバーグと野菜の甘酢あん弁当」

「特製粗挽きデミグラスハンバーグ弁当」
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食品ロス対策 ③有効活用 フードバンク活動の拡大 株式会社カスミ「会社案内2024」より

株式会社カスミフードバンク取り扱い店舗最新

フードバンクの拡大は大切だが、一方で栄養バランスの
とり方や、貧困の連鎖を断ち切る「自立」プログラムも
取り込むべき課題である。今期、冷蔵品も検討。
フードドライブは今期20店舗にて展開予定。
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食品ロス対策 ④発生の抑制・有効活用 「地球にやさしく、おいしく」レシピ
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食品ロス対策 ⑤発生の抑制 お客様と共に「てまえどり」の啓もう啓発活動

園児・小学校の子どもたちの「食育」プログラムに、
「栄養バランス」以外にも、「食品ロス」のプログラム
も加えた。
・紙芝居で、買いすぎない、作りすぎない、食べ残さな
いことから「もったいない」を無くすことを伝える

・買いもののしかた「てまえどり」を伝える
・つくば市と連携しコンポストで食品残渣の活用
、などを伝える。



UNFREEZING & MOVINGCONFIDENTIAL. Copyright © KASUMI Co., Ltd.  All Rights Reserved. 15

「イオンチアーズクラブカスミつくば」を2023年度カスミにて発足。 36名の子どもが
クラブメンバーとして、年間12回のプログラムに参加⇒壁新聞で体内化

目指せ!
壁新聞 全国大会

2023年テーマ「食の循環」
1～2月 壁新聞を製作
3月16日 壁新聞審査会開催
全国大会への出場決定

評価: 経験を自分の言葉で
「自産自消」という見出しを
つけて循環を表現したところ
が良い。
(朝日新聞社 水戸総局長評)

全国大会
開催日:2024年8月1日～３日
実施場所：北海道・関東同時
発表者： 代表５名

・小学５年 4名
・中学１年 1名

食品ロス対策 ⑥発生の抑制～資源循環 地域の子どもと食の循環を学ぶ

地元の筑波大学や日立セメントなどが連携し、カスミならではのプログラ
ムを作った。植え付け、育成、収穫、加工、パッケージつくり、POPつく
り、売り込み、試食販売、食品リサイクル、食育、など掘り下げた。
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厚生労働省【保育指針】
【開園５年目を迎え「カスミいいねの森保育園の教育体制」を確定する】
2019年に開園し、保育園の教育体制を模索してきた。新型コロナにより、行事の制限などがあり、方向性を
探っていた。5年目を迎え、5領域「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」を具体的に、実行する
ための「カスミいいねの森保育園」の保育プログラムを各年齢児ごとに策定する

食 育
・玄米和食給食
・クッキング（月１回）
・食育講座（毎日）
・菜園活動

知 育
・アート教室（年３回）
・英会話レッスン（月３
回）

体 育
・リズム運動
・鉄棒、ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ
・外遊び ・縄跳び

徳 育
・集団遊び
・異年齢保育
・サークルタイム

保育事業 「カスミいいねの森保育園の重点取り組み」

食品ロス対策 ⑦発生の抑制・資源循環 毎日の「食育」教育のある保育園の運営

・毎日、野菜の由来と栄養についてレクチャー。好き嫌いをなくす。
・食品残渣をたい肥にし、熟成したら園庭の植物に利用している。
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食品ロス対策 ⑧資源循環 お店も 地域も ひろがる「油のリサイクル」

取り扱い店舗数 17店舗
牛久市(5) 土浦市(6) 阿見町(2) 佐野市(1)
宇都宮市(1) 稲敷市(2)

今後の計画 約20店舗
美野里町、水戸市、日立、
ひたちなか市方面

浅沼店 牛久刈谷店

現在カスミの
190店舗にて

事業から出た廃油を
回収中

現在カスミの
190店舗にて

事業から出た廃油を
回収中

店頭にてお客様からの回収もスタート店頭にてお客様からの回収もスタート
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情報の収集について・・・消費者庁「食品ロス削減推進サポーター」の受講がおすすめです

消費者庁配信「食品ロス削減推進サポーター制度について」より抜粋
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まとめ

I. 食ロスをなぜ減らすのか、自身の中で大義を持つ

II. 食品ロスを減らすための施策

① 自社の廃棄物の内容を把握する

② 世の中の動きを知りあるべき姿を考え、大目標を設定する

③ ごみの分類別に発生原因を考え、プレイヤーを整理する

④ 自社でできること、他者と連携できること、情報を仕入れ可能性を整理

⑤ 自社のルールを作り、日々の目標を持つ

⑥ 進捗確認をする、振り返る、意見をもらう、ブラッシュアップする

同じ志を持つ仲間を持ち、コミュニケーションをとり、ベストは何か考え動く。

減らす・無くす、活用する、循環させる など、3Rもコストなどの
状況をみながら、地球の末来に良いかたちに変更していく

発生の抑制
有効活用
資源循環

廃棄

3R
食ロス
削減
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